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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2023年４月１日
至2023年12月31日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 1,688,859 1,743,951 2,216,238

経常利益 （千円） 179,140 194,523 220,248

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 119,123 135,491 170,290

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 112,509 143,072 170,715

純資産額 （千円） 1,241,284 1,420,617 1,299,489

総資産額 （千円） 1,994,090 2,133,621 1,717,589

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 31.29 35.43 44.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） - － －

自己資本比率 （％） 62.2 66.6 75.7

 

回次
第26期

第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 58.55 66.75

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態の状況

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度と比較して460,686千円増加し1,732,014千円となりました。これは主に現金及び

預金が338,148千円減少した一方、年末調整処理業務に係る売上高の計上等により、売掛金が800,079千円増加し

たことによるものであります。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度と比較して44,654千円減少し401,606千円となりました。これは主に敷金及び保証

金が21,784千円増加した一方、器具及び備品が20,872千円減少したこと及びソフトウエアが24,483千円減少した

ことによるものであります。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度と比較して323,862千円増加し601,711千円となりました。これは主にその他の流

動負債が80,987千円減少した一方、短期借入金が350,000千円増加したこと及び買掛金が57,344千円増加したこと

によるものであります。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度と比較して28,957千円減少し111,292千円となりました。これは主に繰延税金負債

が8,207千円増加した一方、長期借入金が37,170千円減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度と比較して121,127千円増加し1,420,617千円となりました。これは主に親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が104,967千円増加したことによるものであります。

 

（2）経営成績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、企業収益の改善や個人消費の持ち直しなどにより、景気が緩や

かに回復しております。先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やか

な回復が続くことが期待されています。ただし、世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先行き懸念など、

海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、中東地域をめぐる情

勢、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要がある状況となっております。

当業界におきましては、労働力人口の減少や、定期給与及び現金給与総額の増加など、雇用・所得環境が変化

する中で、企業の人材不足や労働環境の変化、ＳＤＧｓへの取組み等を背景に、企業の効率化、省力化への動向

が続き、事業再構築やＢＣＰ（事業継続計画）の手段としてのアウトソーシングニーズは引き続き高い状況であ

りましたが、その分競争環境も激化しております。

そこで当社グループは、経営方針にある「お客様への価値あるサービスの提供」として、顧客企業に対しバッ

クヤード業務に係る人材、時間等の経営資源をより価値の高い本来業務へ転換していただくことによるコストの

削減、顧客企業の生産性向上の観点から、ＨＲテックの導入などのＤＸの推進や、アウトソーシングサービスの

提案を行い、あらゆる企業から管理部門のルーティンワークを無くすべく、「バックヤード業務のソリューショ

ンプロバイダー」として付加価値の高いサービスの提供を行ってまいりました。また、社員一人ひとりが顧客企

業に対して提供すべき価値をエコミックブランドステートメントとして定め、「信用と品質に基づくプロ集団

が、ソリューションを提供する」という方針のもと、顧客企業へのソリューション提案を強化してまいりまし

た。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績については、売上高は1,743,951千円（前年同四半期比

3.3％増）、営業利益は177,358千円（前年同四半期比4.1％増）、経常利益は194,523千円（前年同四半期比8.6％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は135,491千円（前年同四半期比13.7％増）となりました。

各セグメントの業績は以下のとおりであります。

 

(BPO事業)

BPO事業については、前連結会計年度に引き続き既存顧客との関係強化及び積極的な営業活動に取り組んでまい

りました。前年同四半期に比べ、新規顧客の導入関連売上は減少した一方、給与計算処理人数及び年末調整処理人

数が増加し、BPO事業の外部顧客への売上高は1,656,384千円（前年同四半期比5.7％増）、営業利益は184,894千円

（前年同四半期比9.9％増）となりました。

 

(ソフトウエア・ハードウエア開発事業)
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ソフトウエア・ハードウエア開発事業については、株式会社ビズライト・テクノロジーの主力事業としてAI及び

IoTに関連するハードウェア製品、ファームウェア製品、そして受託ソフトウエア開発等を行っておりましたが、

戦略分野への事業集中のため経営資源の見直しを行い、受託ソフトウエア開発及び保守に注力した結果、ソフトウ

エア・ハードウエア開発事業の外部顧客への売上高は87,566千円（前年同四半期比27.7％減）、営業利益は7,891

千円（前年同四半期比54.2％減）となりました。

 
（3）当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況については、当社グループは四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書を作成しておりませんので、記載を省略しております。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,831,200 3,831,200

東京証券取引所

スタンダード市場

札幌証券取引所

アンビシャス

単元株式数

100株

計 3,831,200 3,831,200 － －

 

 

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 3,831,200 － 368,791 － 203,706

 

 

（5）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（6）【議決権の状況】
 

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,830,100 38,301 －

単元未満株式 普通株式 1,100 － －

発行済株式総数  3,831,200 － －

総株主の議決権  － 38,301 －

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式60株が含まれております。

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から

2023年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,049,289 711,140

受取手形及び売掛金 166,408 966,487

製品 5,993 5,415

仕掛品 446 －

原材料 3,886 905

その他 45,385 48,635

貸倒引当金 △82 △571

流動資産合計 1,271,328 1,732,014

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 81,919 61,046

その他（純額） 9,463 8,592

有形固定資産合計 91,382 69,638

無形固定資産   

ソフトウエア 205,560 181,076

のれん 63,970 52,216

その他 4,694 5,280

無形固定資産合計 274,225 238,573

投資その他の資産   

繰延税金資産 8,384 8,384

敷金及び保証金 36,818 58,602

その他 35,450 26,407

投資その他の資産合計 80,652 93,394

固定資産合計 446,260 401,606

資産合計 1,717,589 2,133,621

負債の部   

流動負債   

買掛金 22,113 79,458

短期借入金 － 350,000

１年内返済予定の長期借入金 33,930 25,826

未払金 42,863 8,172

未払法人税等 6,508 46,809

その他 172,433 91,445

流動負債合計 277,848 601,711

固定負債   

長期借入金 132,223 95,053

繰延税金負債 5,288 13,496

その他 2,738 2,742

固定負債合計 140,250 111,292

負債合計 418,099 713,003
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 364,501 368,791

資本剰余金 199,416 203,706

利益剰余金 703,055 808,022

自己株式 △36 △36

株主資本合計 1,266,937 1,380,484

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 32,552 40,132

その他の包括利益累計額合計 32,552 40,132

純資産合計 1,299,489 1,420,617

負債純資産合計 1,717,589 2,133,621
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 1,688,859 1,743,951

売上原価 1,156,835 1,199,121

売上総利益 532,023 544,830

販売費及び一般管理費 361,701 367,471

営業利益 170,321 177,358

営業外収益   

受取利息 646 2,139

受取手数料 1,723 4,549

助成金収入 3,684 6,504

保険解約返戻金 － 6,437

その他 4,474 2,060

営業外収益合計 10,529 21,691

営業外費用   

支払利息 1,167 1,315

為替差損 － 2,864

その他 542 346

営業外費用合計 1,710 4,526

経常利益 179,140 194,523

税金等調整前四半期純利益 179,140 194,523

法人税等 60,017 59,031

四半期純利益 119,123 135,491

親会社株主に帰属する四半期純利益 119,123 135,491
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 119,123 135,491

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △6,614 7,580

その他の包括利益合計 △6,614 7,580

四半期包括利益 112,509 143,072

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 112,509 143,072
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定及び会

計上の見積りについて、重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

売上高または営業利益の季節的変動

当社グループでは、BPO事業について給与計算関連サービスの一つとして年末調整関連業務を提供しており、

下半期の売上高及び営業利益が上半期と比較して多くなる傾向にあります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 77,229千円 78,771千円

のれんの償却額 10,448 11,754

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

　配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 22,785 ６ 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年12月31日）

　配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日

定時株主総会
普通株式 30,524 ８ 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　2022年４月１日 至　2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計
 BPO事業

ソフトウエア・
ハードウエア開

発事業
計

売上高      

給与計算関連サービス 1,470,819 － 1,470,819 － 1,470,819

ソフトウエア・ハードウエ

ア開発
－ 121,141 121,141 － 121,141

BPOその他サービス 96,898 － 96,898 － 96,898

顧客との契約から生じる収

益
1,567,718 121,141 1,688,859 － 1,688,859

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,567,718 121,141 1,688,859 － 1,688,859

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 35,150 35,150 △35,150 －

計 1,567,718 156,291 1,724,009 △35,150 1,688,859

セグメント利益 168,185 17,231 185,417 △15,095 170,321

（注）１.　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2023年４月１日 至　2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計
 BPO事業

ソフトウエア・
ハードウエア開

発事業
計

売上高      

給与計算関連サービス 1,541,769 － 1,541,769 － 1,541,769

ソフトウエア・ハードウエ

ア開発
－ 87,566 87,566 － 87,566

BPOその他サービス 114,615 － 114,615 － 114,615

顧客との契約から生じる収

益
1,656,384 87,566 1,743,951 － 1,743,951

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 1,656,384 87,566 1,743,951 － 1,743,951

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 49,087 49,087 △49,087 －

計 1,656,384 136,654 1,793,039 △49,087 1,743,951

セグメント利益 184,894 7,891 192,785 △15,427 177,358

（注）１.　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益 31円29銭 35円43銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益　　　　

（千円）
119,123 135,491

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

　純利益（千円）
119,123 135,491

　普通株式の期中平均株式数（株） 3,807,031 3,823,822

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2024年２月13日

株式会社エコミック    

 

 取締役会　御中  

 

 三優監査法人  

 札幌事務所  

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　　博行

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡島　　信平

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エコ

ミックの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エコミック及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
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うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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